
懇
親
会

次
第

三
十
五
回
生

司
会

開
会

乾
杯

祝
電
披
露

「
千
里
山
駅
周
辺

整
備
事
業
」
紹
介

各
班
で
の
写
真
撮
影

三
十
九
回
生

歌
声
喫
茶

三
十
二
回
生

伴
奏
(
ギ
タ

l
)

三
十
五
回
生

み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う

伴
奏

三
十

一
回
生

閉
会
(
中
締
め
)

三
十
九
回
生

校
歌
斉
唱

・
今
日
の
日
よ
さ
よ
う
な
ら

石
井

庸

十

三

回

生

石

川

治

衆

議

院

議

員

藤

村

修

十
五
回
生
山
本
平
八
郎

増

田

泰

邦

古

川

道

子

石

井

庸

三

合

唱

隊

杉

山

秀

子

津

田

純

全

員

総
会
が
終
わ
り
，
約
十
分
の
休
憩
後
，
懇
親
会
が
始
ま
り
ま

し
た
が
，
本
日
初
参
加
で
千
三
小
学
校
一
回
生
ご
卒
業
の
清
水

浩
治
様
が
仕
事
の
都
合
上
や
む
な
く
総
会
終
了
後
，
お
帰
り
に

な
り
ま
し
た
。
清
水
浩
治
様
は
千
二
小
・
十
四
回
生
・
諏
佐
和

子
様
の
ご
長
男
で
す
。
皆
様
よ
く
ご
存
じ
の
諏
偉
歯
科
は
，
現

在
も
清
水
様
の
伯
母
様
が
引
き
続
き
開
業
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

今
回
よ
り
懇
親
会
の
司
会
は
三
十
五
回
生

石
井
庸
三
様
が

代
わ
っ
て
や
っ
て
い
た
だ
き
，
先
ほ
ど
報
告
し
ま
し
た
よ
う
に
，

若
手
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
事
前
に
十
分
検
討
さ
れ
た
こ
と
と
石

井
さ
ん
の
手
際
良
さ
と
で
テ
ン
ポ
よ
く
，
快
活
に
進
行
し
ま
し

た
。

マ
イ
ク
に
ピ
ア
ノ

・
ギ
タ

l
・
ウ
ク
レ
レ
演
奏
と

一
人
数

役
の
大
活
躍
で
し
た
。
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開
会
&
乾
杯

ア
メ
リ
カ

・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
よ
り
お
見
え
の
十
三
回
生
石

川
治
様
の
発
声
を
も
ち
ま
し
て
，
懇
親
会
の
開
会
と
乾
杯
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

な
お
，
今
回
か
ら
は
食
事
は
ビ
ュ

ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
な
の
で
，

司
会
者
よ
り
そ
の
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。



祝
電
披
露

司
会
者
に
よ
り
前
吹
田
市
長

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

坂
口
善
雄
様
よ
り
の
祝
電
が

『
千
里
山
駅
周
辺
整
備
事
業
」
紹
介

千
里
山
地
区
も
近
年
で
は
踏
切
を
中
心
と
し
た
駅
周
辺
の
交

通
環
境
の
改
善
が
，
地
域
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

千
里
山
駅
周
辺
整
備
事
業
は
，
老
朽
化
し
た
千
里
山
団
地
の
建

て
替
え
と
合
わ
せ
て
，
こ
の
課
題
解
消
を
目
的
と
し
た
総
合

的

・
一
体
的
な
整
備
事
業
で
，
十
五
回
生
，
且
千
里
山
に
今
も

お
住
ま
い
で
毎
年
こ
の
千
里
山
会
に
出
席
頂
い
て
い
る
山
本
平

八
郎
様
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
内
容
を
2
6
1
2
9
頁
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

各
班
で
の
写
真
撮
影

恒
例
の
各
班
別
の
写
真
撮
影
を
三
十
九
回
生
増
田
泰
邦
様

に
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

3
0
'・3
3
4
頁
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

歌
声
喫
茶
も
そ
こ
そ
こ
に
切
り
上
げ
，
再
び
し
ば
し
の
歓
談

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
，
い
よ
い
よ
恒
例
の
合
唱

の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

指
揮
は
三
十
二
回
生
古
川
さ
ん
，
ピ
ア
ノ
伴
奏
は

3
1
回
生

杉
山
秀
子
さ
ん
で
す
。
合
唱
隊
が
前
に
出
て
，
そ
の
主
導
で
何

人
か
の
飛
び
入
り
も
含
め
，
次
の
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

大
き
な
古
時
計
，
ロ

l
レ
ラ
イ
，
千
里
第
二
小
学
校
校
歌
，
千

三
小
学
校
校
歌

菊
花
プ
レ
ゼ
ン
ト

こ
れ
ま
た
恒
例
と
な
り
ま
し
た
二
十
四
回
生
河
井
様
よ
り

ご
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
菊
花
を
，
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
く
方
を
抽
選
等
で
決
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た。中
締
め

三
十
九
回
生
の
津
田
純
さ
ん
に
中
締
め
し
て
い
た
だ
き
，
い

よ
い
よ
こ
れ
ま
た
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
フ
ィ
ナ
ー
レ
の

「今
日
の
日
は
さ
よ
う
な
ら
」
を
杉
山
秀
子
さ
ん
の
伴
奏
，
合
唱

歌
声
喫
茶

三
十
二
回
生
古
川
道
子
さ
ん
が
マ
イ
ク
片
手
に
各
テ
ー
ブ
ル

を
回
り
進
行
係
を
務
め
，
懇
親
会
の
司
会
者
石
井
さ
ん
が
ギ
タ

ー
を
持
ち
伴
奏
係
を
務
め
，
歌
声
喫
茶
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
こ
そ
今
回
最
も
力
を
入
れ
た
企
画
で
，
千
里
山
会
は
親
子
ほ

ど
年
の
離
れ
た
年
齢
層
に
渡
っ
て
お
り
ま
す
の
で
，
選
曲
も
随

分
気
を
配
り
，
試
行
錯
誤
を
重
ね
ま
し
た
が
，
正
直
言
っ
て
皆

様
の
ノ
リ
は
今
ひ
と
つ
。
従
来
と
少
し
か
け
離
れ
過
ぎ
た
企
画

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
?
で
も
昭
和
3
0
年
代
の
歌
声
喫
茶

(
「
と
も
し
び
」
な
ど
)
世
代
が
多
い
と
思
っ
た
の
で
す
が
?

準
備
さ
れ
た
曲
(
途
中
の
雰
囲
気
で
縮
小
)

青
い
山
脈
，
浜
辺
の
歌
，
学
生
時
代
，
鈴
懸
の
径
，

泉
の
ほ
と
り
，
カ
チ
ュ
1

シ
ャ
，
森
へ
行
き
ま
し
ょ
う
，

一
週

間
，
と
も
し
び
，
お
お
プ
レ
ネ
リ
，
湖
畔
の
宿
，
誰
か
故
郷
を

思
わ
ざ
る
，
漕
げ
よ
マ
イ
ケ
ル

-24 -

選
曲
が
悪
か
っ
た
の
か
，
根
回
し
不
足
だ
っ
た
の
か
，

一
年

に
一
度
の
再
会
ゆ
え
歓
談
中
心
が
や
は
り
い
い
の
か
，
大
い
に

悩
む
と
こ
ろ
で
す
。
皆
様
か
ら
の
生
の
声
を
求
め
ま
す
。
事
務

局
へ
ご
意
見
下
さ
い
。

隊
お
よ
び
出
席
者

一
同
で
歌
っ
て
お
別
れ
し
ま
し
た
。

今
年
も
ま
た
受
付
、
会
場
設
営

・
準
備
に
当
た
り
次
の
方
々

に
終
始
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

2
6
回
生
の
奥
田
(
渡
部
)
英
子
・
児
玉
(
服
部
)
絢
子
・
津

田
(
大
貫
)
操
子
、

2
7
回
生
宮
林
(
村
田
)
芳
子
の
皆
様
。

写
真
は
、

3
9
回
生
増
田
泰
邦
さ
ん
に
ご
協
力
願
い
、
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

③②① 書法方 きl

量要不で3い ト冊れれてを 切手 1 1 いは子 シlシI.切目EiaE l l 

旦剛2iろL f シトト
ノ1140 0 8 

く 円円

すまり L' 枚十O枚o ~ 工C 

」E 子冊 子冊冊+ 会場に い
と ( 子 て

8 2 11 11 -:---面) 事務局
円シ0 )百円 百円6 千円

1 そ
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日山地区の概要 JUR12 
千里山地区は、大正末期に住宅地が開発され緑豊かで閑静な住宅街

として市街地が形成されてきました。しかし、近年では、踏切を中心とした

千里山駅周辺の交通環境の改善が、地減の大きな課題となっています。

課題解消のため、千里山駅周辺整備事業は老朽化した都市再生機構

(UR)千里山団地の建替えと総合的・一体的な整備を行うものです。

@千里山駅周辺整備事業のこれまでの歩み runu 
右の4つの課題の解消のため、平成 17年7月にま

。
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至っています。

平成 17年 7月まちづくり懇E覧会発足

V 
平成 18年 6月 道路計画提案審提出

V 
平成 19年 1月まちづくり提案審鑓出

_y_・ーーーー-ーーーーーーー・ー-r-
l 平成 19年 3月強会市道路線(跨鰍線}包定可決 j 

ノ

.
』
F
岨
問
手
喝
V

骨
相

'A叩
侵
略
笠
H
4

隆
副m
，P
占
帽

hvm
l
唱ヘ守
※

平成 20年 9月千里山団地建嘗事業着手

亡コ都市再生糊{凶 )101法手続曹
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;ーー :吹困市まちづくり懇阪会
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UR都市機構の千里山団地建替計画 JhR12 
・ 団地居住者の居住の安定に配慮しながら、居住水準の向上と敷地の有効高度利用を図ります。

・ 吹田市と連携を図り、地繊のまちづくり課題を解消するための駅周辺整備計画と一体的に事業を進めます。

。Lh
r
M柿
「
u
d
H
付
剖
匪
齢
冊
以
佃
・
仰
に
山
柏
村

-
g
S自
由

，p
u
万
一
、
長
リ

。暖
態
山
抑
制
担
副
都
申
告
酬
明
阻
傾

G
M耐
P
H
汁
-
縫
際
援
槌

略
構
闘
再
繁
雄
・

へ
い
|
ス
守
護
艇
繋
鑑
H
Y
野
Mm姻
川
間
接
医
師

環境に配慮したまちづくり

まちゃ住まいのライフサイクル(建設・

居住・改修・解体)を通した省エネを目

指しています。

@建設副産物のリサイクルに努めてい

ます

@断熱性の向上による省エネに努めます

団地環境資産の継承

千里山のE陵地形や盤かな緑環境

を、大切に継承していきます。

@地形を;舌かした景観をつくります

@樹木の保存や更新に努めます

@伐採木や資材のリサイクルに努め

ます

周 辺との一体的なまちづくり

団地建替事業と駅周辺整備事業を効

率よく一体的に推進し、団地を含めた

地域全体を、より一層魅力あるものに

していきます.

。駅周辺鐙備に協力しています

:ヨまちづくり課鑓の解消に努めます

歪

hng周
忌
H

吋
宰
領
擁
図
帯
林
組
ヨ
副
作

。」
ぷ
宕
剖
円
い
け
震
酬
匙
紙
質
暫
J
aリ

mB撚
縫
製
ぷ
晶
，
村
一
Y
J
n
v
H
一
布
市
議
矧
集
。」
長
J
担
隔
制

W
捌
抑
止
戦
僻
ほ
佃

G
E凶・ヱ
属
医

回
明
噌
品
市
件
骨
組
ヨ
酬
川
「
総
州
市
圏
全
幅
悟
精
・

ヘ川
|
可
ヘ
」
、
舘
捌
固
十
加
提
結
H
h
J
嵯
楼
山
相
剣
山
m
G仰
に
品
別

居住水準の向上

美しく安全で快適な住環境を提供します

@住宅性能・設備水準を向上させます

。多微なニーズに対応した良質な住宅ストックを形成します

<発行>平成 22年 (2010年)3月

吹 田 市 都 市 整 備部都市建備室
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独立行政法人都市再生機機西日本支社

団地再生業務部 団地再生計画第 1チーム

電話 06-6969-9747 
FAX : 06-6969-9953 
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電話 06-6384ー 1969
FAX : 06-6368-9901 



18池田・名田 17波田
18劉・村中

17神谷
17北浦・吉川

全員 20回生浅野 久保 藤川 三輪
長 谷川和田 三笠 保富

-31 

11平井・伏見 14柿崎
14山崎・ 三分- 12石川忠 9飯島 13石川治

16清水 15赤羽 21大森 15山本
22尾川原 21小原・大久保
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全員 27回生 萩原
大石 村田

林
吉田

31石井・田部・後藤・小野

高見
井筒

30副島・中瀬・池原 29岩瀬・ 上回
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23平川 24市原・奥田・阿井
24南保 23保富・片山 25山崎

全員 26回生大貫 村岡 大森 浅野 服部
中瀬 河井 村岡 渡部
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